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著者 Saitoh Y 他 

 

調査地域 和歌山県日高市 

 

調査時期 1997年 

 

調査対象 12～13歳 

 

依頼数  755人 

 

診断方法 ISAACの質問票 

 

有症率  28.3％ 

 

調査概要 1997年に和歌山県日高地方の中学生（12~13歳）を対象に、ISAACの質問票に 

  基づいて学校医が喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性結膜炎の診断をし、 

  生まれた月による各疾患の有症率、総 IgE値、特異的 IgE値の違いを調査した。 

  アトピー性皮膚炎の有症率は 28.3％であり、生まれた月による有症率の差は 

  無かった。 

 


